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第１　決算・予算及び主な事業について

第１　決算・予算及び主な事業について

１．　令和６年度決算・令和７年度予算の状況

　（１）　令和６年度決算報告　                           

（単位：千円）

予算現額 決算額 不用額

(A) (B) (A-B)

752,499 731,922 20,577

5,940 5,816 124

86,310 86,275 35

73,000 73,000 0

530 519 11

33,008 32,963 45

430 412 18

5,000 5,000 0

877,777 857,091 20,686

【不用額の主な理由】

(参考)人口同規模中核市の図書購入費の比較
（令和6年3月31日現在。図書費は令和6年度予算）

人口 図書購入費 施設数 市民１人当たりの
（千人） （千円） （館数） 図書購入費（円）

富山市 409 73,000 25 178.48
岐阜市 402 60,042 7 149.36
長崎市 401 38,255 2 95.40
豊田市 417 43,651 2 104.68
金沢市 447 98,126 5 219.52

全中核市平均 364 45,291 5 124.48
参考：『日本の図書館2024』（日本図書館協会）

①管理運営事務費　　　　　
・本館、分館窓口業務委託
・人件費、職員報酬
・施設設備維持館管理費等

内、繰越明許 ・本館書架耐震安全対策

②蔵書充実事業費　
・図書購入費　　
・新聞・雑誌・逐次刊行図書
等

内、図書購入費

③読書普及事業費　

・障害者サービス事業費消耗
品
・録音図書DAISY機器借上料
等　　　

④図書館ネットワーク事
業費　

・図書データ購入費
・システム機器借上料等

⑤音と映像資料充実事業
費

・ＣＤ・ＤＶＤ購入費等

⑥知を深める市民交流推
進事業費

・図書館交流行事等

合　計

①管理運営事務費　　光熱水費およびTOYAMAキラリビル管理協議会負担金が見込みを下回ったため

事業名 備考

都市名
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第１　決算・予算及び主な事業について

　（２）　令和７年度予算について
（単位：千円）

令和7年度
当初予算額

令和6年度
当初予算額

増減額

(A) (B) (A-B)

739,633 726,883 12,750
・本館、分館窓口業務委託
・人件費、職員報酬
・施設設備維持館管理費等　　

86,477 86,457 20
・図書購入費　　
・新聞・雑誌・逐次刊行図書
等

73,000 73,000 0

546 482 64

・障害者サービス事業費消耗
品　
・録音図書DAISY機器借上料
等　　　　

32,775 31,662 1,113
・図書データ購入費
・システム保守業務委託、
機器借上料等

430 430 0 ・ＣＤ・ＤＶＤ購入費等

4,703 0 4,703 ・蜷川分館移転に伴う費用

5,200 5,000 200 ・図書館交流行事等

869,764 850,914 18,850

【主な増減理由】
①管理運営事務費　　　　　　会計年度任用職員報酬単価見直しによる増
③図書館ネットワーク事業費　図書館システム更新による増
⑥図書館施設整備事業費 　蜷川分館移転による増

①管理運営事務費　　　　　

②蔵書充実事業費　

内、図書購入費

③読書普及事業費　

④図書館ネットワーク事
業費　

⑤音と映像資料充実事業
費

⑥図書館施設整備事業費

⑦知を深める市民交流推
進事業費

合　計

事業名 備考
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第２ 図書館交流行事について

２．図書館交流行事

図書館本館では、新本館の開館時（平成 27 年 8 月）より、学習や暮らしに役立つ情報提供、市民

の読書普及および図書館の利用促進を図るとともに、併せてまちなかの賑わい創出の目的で「図書館

交流行事」を開催しています。

・運営主体 富山市立図書館交流行事運営委員会（構成：学識経験者、まちづくり関連団体等）

・開催場所 図書館本館及び周辺

・開催実績

令和 7 年度上半期 開催回数：88 回、開催参加者数：11,358 人（9 月末現在）

【参考】令和 6 年度 開催回数：164 回、開催参加者数：29,070 人

・令和 7 年度開催実績（抜粋）

（１）セミナー等

目的：市民の様々な活動（学び、暮らし、ビジネス、まちづくり等）に役立つ情報について、

講師を通じてわかりやすく提供する。

（２）イベント等

目的：図書館の理解を深めたり、或いは文学、文化・芸術などの魅力に触れたりすることがで

きる行事を開催し、図書館利用のきっかけとするとともに、来街者の増に貢献していく。

【移転開館 10 周年記念 沢木耕太郎さん講演会「夢の図書館」】

移転開館 10周年を記念し、作家である沢木耕太郎さんの講演会を開催した。申込開始日

は 1 時間半で定員になり、人気のほどが伺えた。

内容は、沢木さんがこれまで関わった「図書館」のあらましや執筆にあたり図書館で資料

を探す経緯、ご自身が理想の図書館を作るならどんな本を置くかといったもの。流行作家の

中には、図書館で同じ本を複数冊所蔵されると、書店で売れなくなるため難色を示す人もい

行事（例） 開催日 開催場所 人数

市民病院セミナー「もしものために・・・大腸が

んの早期発見と治療」
6 月 8日 2F ロビー 102

はじめての起業・創業ミニセミナー

9 月 12 日

9月 19 日

9月 26 日

5F 多目的ルーム 52

行事（例） 開催日 開催場所 人数

移転開館 10 周年記念 安部龍太郎さん講演会

「利長と利常、その時代」
8 月 23 日 2F ロビー 120

移転開館 10 周年記念 沢木耕太郎さん講演会

「夢の図書館」
9 月 29 日 9F キラリホール 174

キラリ×ボードゲーム！ 8 月 16 日 2F ロビー 264
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第２ 図書館交流行事について

るが、自分は図書館に置いてもらえてありがたいという発言もあった。

（３）児童行事

目的：幼児・児童の心豊かな成長を促すとともに、図書館を利用してもらうきっかけとする。

【児童図書展示「かんぞうみっけ！としょたびスタンプラリー」】

市立図書館 25 館を山、丘、海、街の 4 つのエリアに分け、スタンプラリーを実施した。

各館で図書を貸出するとオリジナルキャラクター「図書館蔵」のスタンプを１つ押すことが

できるという内容で、各コース 3館以上を達成したり、すべての館をめぐった参加者には、

図書館オリジナルの景品を配布した。

参加者からの意見としては「普段利用しない図書館を訪れるきっかけになった」という声

が多く、図書館が富山市のクーリングシェルターに指定されていることもあり、「この酷暑

に、涼しい図書館めぐりができてよかった」という声もあった。

行事（例） 開催日 開催場所 人数

児童図書展示

「かんぞうみっけ！としょたびスタンプラリー」

7 月 3日～

8 月 27 日
3F フロア 8,570

おはなしおはなしおんがくかい 2025 9 月 23 日 2F ロビー 110

キッチンミノルさんワークショップ「世界でたっ

たひとつ、たいせつなひとの絵本をつくろう！」
9 月 28 日

3F セミナー

ルーム
22
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第２ 図書館交流行事について

（４） 本の企画展示

目的：テーマ別に図書館の本の魅力をわかりやすく紹介し、利用増を図る。

【本館移転 10年のあゆみ展】

【めくってめぐろう図書館王国】

項目 展示（例） 開催日 開催場所

一般

移転開館 10周年記念展示

「本館移転 10 年のあゆみ展」

移転開館 10 周年を記念し、本館のこれまでのあゆ

みを振り返る展示。

8 月 7 日～

9 月 9 日

4F 一般

図書フロア

防災課連携展示 見直そう！「もしも」の備え

富山市防災課と連携し、身近なところから始めら

れる「防災」に関する本を展示。

9 月 11 日～

9 月 30 日
同上

児童

めくってめぐろう図書館王国

本を使用したクイズラリーを設置し、関連図書を

展示。

4 月 23 日～

5 月 26 日

3F 児童

図書フロア

かんぞうみっけ！としょたびスタンプラリー

全館スタンプラリーの開催に合わせ、関連図書を

展示。

7 月 3 日～

8 月 27 日
同上
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第２ 利用者からのご意見などについて

第２ 利用者からのご意見などについて

１． 利用者アンケート調査結果

アンケート期間：令和 7 年 7 月 10 日（木）～ 24 日（木） 15 日間

対象：本館・地域館・分館等（自動車文庫を除く）

回答数：1,238 件（回収率 71％）

（１）年齢・住所

（２）利用頻度

年齢 割合 回答数 年齢区分 割合 回答数

12～18 歳 7.7% 92 学生 7.7% 92

19～29 歳 4.9% 59

働き世代
45.0% 53930 歳代 11.4% 136

40 歳代 15.5% 185

50 歳代 13.3% 159

60 歳代 18.5% 222

高齢者 47.3% 56670 歳代 23.0% 275

80 歳～ 5.8% 69

住所 割合 回答数

富山市内 93.9% 1,084

富山県内 4.9% 57

富山県外 1.2% 14

〇利用頻度×年代

年 代

利用頻度 学生 働き世代 高齢者 全体

週 2回以上 28.9% 17.9% 22.1% 20.7%

2 週間に 1回程度 20.0% 49.6% 57.7% 51.2%

月 1回程度 15.6% 17.4% 14.8% 16.0%

2 か月～半年に 1回程度 18.9% 9.9% 3.9% 7.8%

ほとんど利用しない 16.7% 5.2% 1.4% 4.3%
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第２ 利用者からのご意見などについて

（３）利用目的

〇利用目的×年代

〇利用目的×利用頻度

年 代

利用目的 学生 働き世代 高齢者 全体

本や雑誌を借りる 35.4% 60.5% 68.4% 61.7%

館内で本や雑誌、新聞を読む 9.8% 12.2% 13.2% 12.4%

図書館の資料で調べ物をする 11.6% 8.2% 5.8% 7.4%

職員に本や調べ物の相談をする 3.0% 2.5% 4.3% 3.4%

インターネット端末を使う 0.6% 1.3% 1.2% 1.2%

データベースサービスを使う 0.6% 0.4% 0.4% 0.4%

学習をする 33.5% 7.4% 2.4% 7.6%

仕事をする 0.6% 2.1% 0.4% 1.2%

行事に参加する 1.8% 2.3% 1.2% 1.7%

観光・旅行 0.0% 0.6% 0.5% 0.5%

同じ建物の施設を利用する 0.6% 1.9% 1.4% 1.6%

特に目的はない 2.4% 0.0% 0.4% 0.4%

その他 0.0% 0.7% 0.5% 0.6%

利用頻度

利用目的 週 2回以上
2週間に 1 回

程度
月 1回程度

2 か月～半年

に 1回程度

ほとんど利用

しない

本や雑誌を借りる 47.4% 71.8% 67.9% 49.7% 38.6%

本や雑誌、新聞を読む 17.3% 10.7% 9.4% 15.2% 8.4%

資料で調べ物をする 7.5% 6.3% 7.2% 8.3% 16.9%

本や調べ物の相談をする 5.7% 3.0% 1.5% 2.1% 1.2%

インターネット端末 3.9% 0.1% 0.8% 0.7% 0.0%

データベースサービス 0.9% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0%

学習をする 10.9% 3.6% 6.8% 13.8% 21.7%

仕事をする 1.4% 1.0% 0.8% 2.1% 2.4%

行事に参加する 1.8% 1.6% 1.9% 2.8% 1.2%

観光・旅行 0.2% 0.6% 0.0% 0.7% 2.4%

同じ建物を利用する 2.1% 0.8% 1.1% 2.8% 4.8%

特に目的はない 0.0% 0.0% 1.1% 1.4% 2.4%

その他 0.9% 0.4% 0.4% 0.7% 0.0%
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第２ 利用者からのご意見などについて

（４）充実してほしい資料

（５）サービス認知度

使ったことがある 知っているが使った

ことはない

知らない

HPからの予約 49.7％ 31.8％ 18.5％

蔵書検索機からの予約 33.6％ 44.0％ 22.4％

ネットやデータベース

の館内利用 24.9％ 53.5％ 21.6％

リクエスト 29.7％ 42.6％ 27.7％

相互貸借 34.3％ 36.7％ 29.0％

メールでの新刊案内 12.1％ 33.7％ 54.2％

増加図書目録 27.0％ 31.9％ 41.1％

大人向け行事 19.9％ 50.8％ 29.3％

子供向け行事 19.1％ 59.0％ 21.9％

SNS 5.8％ 35.4％ 58.7％
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第２ 利用者からのご意見などについて

（６）充実してほしいサービス

（７）満足度

各サービスにおける満足度

〈内訳〉

全館

満足 やや満足 やや不満 不満

施設・設備の使いやすさ 68.8% 28.5% 1.7% 0.9%

館内の案内表示のわかりやすさ 60.7% 35.0% 3.8% 0.5%

目的の本や雑誌の探しやすさ 57.4% 36.0% 6.0% 0.6%

職員の対応や説明 79.2% 19.5% 1.0% 0.4%

総合的な満足度 73.3% 24.8% 1.5% 0.4%

満足 やや満足 やや不満 不満

施設・設備の使いやすさ 72.6% 24.8% 2.1% 0.4%

館内の案内表示のわかりやすさ 61.4% 31.8% 6.4% 0.4%

目的の本や雑誌の探しやすさ 62.7% 30.0% 6.9% 0.4%

職員の対応や説明 79.0% 18.5% 1.3% 1.3%

総合的満足度 72.0% 26.3% 1.7% 0.0%

本館
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第２ 利用者からのご意見などについて

（８）意見・要望

満足 やや満足 やや不満 不満

施設・設備の使いやすさ 67.9% 29.5% 1.6% 1.0%

館内の案内表示のわかりやすさ 60.5% 35.8% 3.1% 0.6%

目的の本や雑誌の探しやすさ 56.0% 37.6% 5.8% 0.7%

職員の対応や説明 79.2% 19.8% 0.9% 0.1%

総合的満足度 73.7% 24.4% 1.4% 0.5%

地域館・分館・ぶらり

（件数）
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２．　利用者からの主なご意見とその対応

対応

1 本館
外国人観光客が増えたため、館内
サインを多言語表記にして欲し
い。

５階の富山観光コーナーのサイン等、館内の
各コーナーに英語表記を追加した。また、英
語や中国語、韓国語で表記された観光案内や
市内地図等のフリーペーパーを観光コーナー
に用意し、利用に供した。

2 本館
特別コレクション資料について、
講座のような形で活用してほし
い。

国文学研究資料館と協働し、山田孝雄文庫所
蔵資料を活用したセミナーを令和２年度から
毎年開催している。国文学研究資料館との協
働は今年度で終了する予定だが、来年度以降
も古典籍に関するセミナーを自館で企画し、
開催する予定である。

3 本館 過去の読書履歴を見たい。

令和８年１月のシステム更新で、利用者の任
意で履歴を残せるようにする予定である。
なお、職員からは閲覧できないようになって
いる。

4 本館

自動貸出機で貸出時に、読み取り
台の上に「５冊以上の時は分けて
置いて下さい」という文章がでる
が、その表現がわかりづらい。

「ふた山に分けて貸出する」という意味であ
るが、２回に分けて貸出する人が多く、あい
まいでわかりづらい表現であった。
全自動貸出機に表示を作成するとともに、新
システムにて文章を変更予定である。

5 本館
未所蔵の本の予約を、ウェブサイ
トからもできるようにしてほし
い。

リクエストフォームを作成予定。ただし、新
刊ではなく、発行から２か月以上経過した本
を受け付ける運用としたいと考えている。

6 八尾

蔵書検索機では、特定の言葉に該
当したものしか表示されず、八尾
に関するどのような資料が書庫に
保存されているのか利用者から分
かりづらい。
できるだけ書庫に眠っている八尾
に関する本を開架フロアに出して
おいてほしい。

八尾に関する本を集めたコーナーを新設する
こととした。
書庫にある状態の良い資料は開架フロアに配
置する予定。また、常設が難しい資料は展示
を企画中である。

ご意見
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 第３　図書館の運営評価について

《評価について》

１．活動実施状況について

（１）資料購入費　（単位：千円）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R5 24,132 17,931 25,824 2,746 2,367 73,000
R6 23,805 18,430 25,516 2,813 2,436 73,000

対前年比 98.6% 102.8% 98.8% 102.4% 102.9% 100.0%
評価 B B B B B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

第３　図書館の運営評価について（令和7年度）

評価Ａ：前年度より増加した、または充実を図った。(対前年比5%以上の増)　
評価Ｂ：前年度と同程度、または、例年と同程度である。　(対前年比5%未満の増減)　
評価Ｃ：前年度未満、または、改善を要するレベルである。(対前年比5%以上の減)　

　　図書館法第７条の３の規定に基づき、富山市立図書館の各種統計数値等を用いて、図書館の運営
の状況について評価を行い、改善点など、今後の方向性について検討を行った。　　　　　　　　　　　　　

　令和6年度の資料購入費は、令和5年度と同
額の73,000千円であり、各館の予算配分につ
いても大きな変更はない。しかし、本の単価が
上昇していることから、図書の購入冊数は、令
和5年35,322冊に対し、令和6年度は34,563
冊と759冊減少している。

　令和7年度の資料購入費は、蜷川分館の移転開館に伴う
資料更新のため予算額は増加した。（2,300千円）
　今後も予算の確保に努めるとともに、10年以上経過した本
の割合が多い地域館・分館の資料の更新を積極的に行い、
図書館全体として魅力ある蔵書構成を図る。
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 第３　図書館の運営評価について

（２）除籍冊数　（単位：冊）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R5 9,760 10,636 12,159 1,022 1,317 34,894
R6 10,384 10,512 11,902 1,251 970 35,019

対前年比 106.4% 98.8% 97.9% 122.4% 73.7% 100.4%
評価 A B B A C B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（３）雑誌数　（単位：誌）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 481 179 163 50 873
R6 468 174 160 47 849

対前年比 97.3% 97.2% 98.2% 94.0% 97.3%
評価 B Ｂ Ｂ C B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

※雑誌数の数値は、各館で所蔵しているタイトル数を合計したもので重複資料がある。

　全館で収容能力を超えることのないよう、損
傷した資料や利用の見込がない資料の除籍を
進めている。全体では、年間受入冊数（購入冊
数・寄贈図書など合計37,031冊）に近い冊数
を除籍し、新鮮な書架の維持に努めている。

　全館で計画的に除籍を進め、新しい資料が揃う魅力的な
空間を保つ。
　本館においては、県立図書館の蔵書も考慮し、適切な除籍
を行い、収蔵スペースを確保する。
　一方で、地域資料は、修理製本を行うなどして保存に努め
る。

　近年、雑誌の休刊が相次いでいる。令和6年
度は当館で所蔵していた雑誌（寄贈雑誌を含
む）のうち、休刊誌が15誌あった。また、1誌当
たりの単価が上昇していることから、代替雑誌
の補充ができず合計で24誌の減となった。

　雑誌は図書と比べて速報性に勝り、市民の身近な情報源
となっていることから、限られた財源の中で、魅力ある雑誌構
成となるよう様々なジャンルを取り揃える。
　特に、成人においては貸出冊数の内の約8％を占めてお
り、需要が高いことから、引き続き収集に努める。
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 第３　図書館の運営評価について

（４）録音図書所蔵タイトル数　（単位：タイトル）
本館

R5 2,941
R6 3,011

対前年比 102.4%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

※タイトル数は、ＤＡＩＳＹとカセットのタイトルを合計したもので、重複資料がある。

（５）講座等開催回数（一般）　（単位：回）
本館

R5 53
R6 52

対前年比 98.1%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（６）その他行事等開催回数（一般）（単位：回）
本館

R5 20
R6 28

対前年比 140.0%
評価 A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　録音図書は、ボランティア団体に制作を依頼
しており、デジタル録音図書（ＤＡＩＳＹ）66点の
新規タイトルを追加することができた。

　視覚障害者に役立つ情報提供のため、今後も、ボランティ
ア団体の協力を得て、録音図書の制作を行う。所蔵するタイ
トルについては、小説、エッセイの他、郷土に関する資料を積
極的に制作していく。

　国文学研究資料館や富山大学等の教育施
設のほか、県よろず支援拠点や法務局等と連
携したセミナーを実施した。令和5年度とほぼ
変わらない実績を維持した。

　今後も本市の情報の拠点として、暮らしや学び、ビジネスな
ど市民の活動に役立つ情報を提供する講座を開催する。

　人気の高い挿し絵画家である県出身の佐竹
美保さんの原画展など、図書館や本に関連し
た行事を開催した。

　市民の関心やニーズを考慮した企画を実施し、図書館へ
の理解促進と来館のきっかけづくりに努めるとともに、SNSを
活用し積極的なPRを行う。
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 第３　図書館の運営評価について

２．活動実施による成果について

（１）貸出冊数　（単位：冊）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R5 366,878 375,907 815,532 81,151 49,193 1,688,661
R6 364,786 360,312 813,732 73,675 46,842 1,659,347

対前年比 99.4% 95.9% 99.8% 90.8% 95.2% 98.3%
評価 B B B C B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（２）有効登録率　（単位：％）（過去５年に利用のあった実人数/市人口）
全館（計）

R5 21.9
R6 20.9

対前年比 95.4%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　どの館においても、ほぼ昨年同様の貸出冊数
であったが、とやま駅南図書館、こども図書館
においては、1割程度貸出冊数が減少してい
る。

　これまでと同様に限られた予算を有効に活用し、多様な
ニーズに応えられる資料を提供できるよう選書を行う。また、
とやま駅南図書館においては、令和7年度より開館時間を短
縮しており、数値の変化に注視していきたい。

　有効登録者数は減少しており、新規登録者
数についても減少している。

　SNSでのPRや「図書館使い方講座」、「バックヤードツアー」
等の自主事業を継続して開催し、図書館利用促進の機会を
増やしていきたい。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）入館者数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R5 712,767 226,913 275,965 133,395 16,080 1,365,120
R6 661,786 242,985 272,531 130,789 15,395 1,323,486

対前年比 92.8% 107.1% 98.8% 98.0% 95.7% 97.0%
評価 C A B B B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（４）レファレンス件数（単位：件）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 3,495 961 3,929 660 9,045
R6 2,923 1,157 4,305 585 8,970

対前年比 83.6% 120.4% 109.6% 88.6% 99.2%
評価 C A A C B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　令和5年度に引き続き、直営7館の入館者数
が好調である。特に、八尾図書館・婦中図書館
で入館者数が前年比増となっている。

　令和７年1月にアメリカ・ニューヨークタイムズの発表した
「2025に行くべき52か所」に日本から大阪市と富山市が選ば
れた。このことを契機に富山市への観光需要が高まり、7年度
の入館者数は速報値で前年度比約1.3倍となっている。この
機運に乗じ、これまで来館の機会がなかった市民へ積極的に
SNS等でアピールを行いたい。

　全体では、昨年度とほぼ同数であるが、本館
および、とやま駅南図書館・こども図書館のレ
ファンレンス件数が減少した。

　chatGPTなど生成AIの台頭で、簡単な事項は自分で調べる
傾向が今後も続くと思われる。しかしながら、AIの抽出する結
果にはまだ不備も多く、図書を使って調べる情報の有用性を
保つため、幅広い分野の資料収集に努める。
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 第３　図書館の運営評価について

（５）視覚障害者貸出件数　（延べ件数）（単位：件）
本館

R5 103
R6 104

対前年比 101.0%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（６）講座等参加人数（一般）　（単位：人）
本館

R5 1,405
R6 1,662

対前年比 118.3%
評価 A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（７）その他行事等参加人数（一般）　（単位：人）
本館

R5 2,407
R6 23,462

対前年比 974.7%
評価 A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　貸出冊数は減少傾向にある。登録者数もわ
ずかに減少傾向である。（令和6年度登録者：
71人）
　国立国会図書館が運営する視覚障害者等
用データ送信サービスなど、利用者が直接
DAISYデータを利用できる環境が整備されてき
ていることも一因と考えられる。  

　令和6年度は長年続けてきたカセットテープの製作を中止し
た。理由は、カセットテープ自体の入手が困難になりつつある
こと、及び録音図書のカセットテープでの貸出数が減少してい
たことによる。今後は、ボランティア団体と協働し、DAISYでの
録音図書製作に注力していきたい。
　また、令和4年9月から、当館で製作したDAISYデータを国
会図書館に提供し、視覚障害者等用データ送信サービスを
通じて、全国の視覚障害者に利用してもらっている。令和7年
9月までに230件のタイトルを登録しており、今後も継続して提
供を行う。

【再掲】国文学研究資料館や富山大学等の教
育施設のほか、県よろず支援拠点や法務局等
と連携したセミナーを実施した。令和5年度とほ
ぼ変わらない実績を維持した。

【再掲】今後も本市の情報の拠点として、暮らしや学び、ビジ
ネスなど市民の活動に役立つ情報を提供する講座を開催す
る。

　佐竹美保さんの原画展に2万人を超える参加
者があったため、令和6年度の参加者数が増
加した。

【再掲】市民の関心やニーズを考慮した企画を実施し、図書
館への理解促進と来館のきっかけづくりに努めるとともに、SNS
を活用し積極的なPRを行う。
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 第３　図書館の運営評価について

３．活動実施状況（児童サービス）について

（１）集会行事開催回数（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 89 107 192 243 631
R6 89 101 241 187 618

対前年比 100.0% 94.4% 125.5% 77.0% 97.9%
評価 B C A C B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（２）学級招待等開催数　　（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

総合（計）

R5 11 20 46 77
R6 15 15 44 74

対前年比 136.4% 75.0% 95.7% 96.1%
評価 A C B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　委託15分館では増加傾向にあるが、こども図
書館で大幅に減少した。

　各地域で活動するボランティア団体と連携し、全館で絵本
の読み聞かせや読書の楽しさを伝える子ども会を継続して実
施する。

　各館周辺の小学2年生を招待し、図書館利
用方法を指導する学級招待だが、令和5年度
に大沢野図書館のリニューアルオープンに合
わせて来館した学校が令和6年度は来館を希
望しなかったため、直営7館が減少している。

　学校側には社会見学活動の一環として協力を求め、今後
も継続して学級招待を推進し、児童の読書普及と図書館利
用の活性化を図る。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）園招待開催回数　（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 10 18 62 0 90
R6 1 25 72 3 101

対前年比 10.0% 138.9% 116.1% ー 112.2%
評価 C A A A A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
　各館近辺の幼稚園・保育所の園児に読み聞
かせや本の貸出を行う園招待の実施回数は、
本館で令和5年度より減少したがこども図書館
では増加した。

　乳幼児等の心豊かな成長に資するよう、幼稚園・保育所
の協力を得ながら、全館で園招待を推進していく。
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 第３　図書館の運営評価について

４．活動実施による成果（児童サービス）について

（１）集会行事参加人数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 4,366 902 1,017 1,368 7,653
R6 4,284 763 1,305 1,041 7,393

対前年比 98.1% 84.6% 128.3% 76.1% 96.6%
評価 B C A C B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（２）学級招待参加人数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

総合（計）

R5 335 452 1,278 2,065
R6 352 344 1,250 1,946

対前年比 105.1% 76.1% 97.8% 94.2%
評価 A C B C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

【再掲】委託15分館では増加傾向にあるが、こ
ども図書館で大幅に減少した。

　各地域で活動するボランティア団体と連携し、全館で絵本
の読み聞かせや読書の楽しさを伝える子ども会を継続して実
施する。特にこども図書館では未就学児とその保護者に特化
した行事を行い、本館においては、乳幼児から中高生まで子
どもの発達段階に応じた行事を実施していく。

【再掲】各館周辺の小学2年生を招待し、図書
館利用方法を指導する学級招待だが、令和5
年度に大沢野図書館のリニューアルオープン
に合わせて来館した学校が令和6年度は来館
を希望しなかったため、直営7館が減少してい
る。

【再掲】学校側には社会見学活動の一環として協力を求め、
今後も継続して学級招待を推進し、児童の読書普及と図書
館利用の活性化を図る。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）園招待参加人数　（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R5 179 318 1,463 0 1,960
R6 31 364 1,632 59 2,086

対前年比 17.3% 114.5% 111.6% ー 106.4%
評価 C A A A B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
【再掲】各館近辺の幼稚園・保育所の園児に
読み聞かせや本の貸出を行う園招待の実施回
数は、本館で令和5年度より減少したがこども図
書館では増加した。

【再掲】乳幼児等の心豊かな成長に資するよう、幼稚園・保
育所の協力を得ながら、全館で園招待を推進していく。
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（とやま駅南・こども）

R5 R6

21



第４ 報告事項

第４ 報告事項

１ 図書館ネットワークシステム機器更新及び蔵書点検に伴う休館について

図書館ネットワークシステム機器更新及び蔵書点検を行うため、下記期間、図

書館全館を臨時休館する。

（１） 臨時休館期間 令和８年１月１３日（火）から１月２６日（月）まで

（２） 休館する図書館 全２５館

（３） 理由

図書館全２５館の蔵書管理、貸出返却、検索、予約等の業務全般を行う図

書館ネットワークシステムについて、機器のリース期間及びメーカー保守

期限が終了することに伴い、システムを全停止し、新たな機能を追加する更

新作業を実施するもの。

作業期間中は、各図書館窓口での資料の貸出返却、検索等の業務が行えな

いため、全ての図書館を休館する。

また、休館中に蔵書点検（図書の照合調査）も行う。

なお、図書館全体への利用者の立ち入りを制限し、全職員で安全かつ正

確・迅速に蔵書点検を行うために、閲覧室(学習室)の利用も休止する。

休館中は、インターネットからの資料の検索や予約も全て停止する。
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第４ 報告事項

２ 図書館ネットワークシステム機器更新に伴う新たなサービスについて

（１）スマートフォン及びマイナンバーでの貸出対応

現行の図書利用カードの利用に加えて、新たに、利用者のスマートフォ

ン等で図書利用カード番号のバーコードを表示することで、図書の貸出

が可能となる。

また、マイナンバーカードと図書利用カードの連携手続きにより、自動

貸出機を設置する館において、マイナンバーカードだけで貸出が可能とな

る。

（２）貸出履歴表示機能の追加

希望する方は、利用者自身のスマートフォンやパソコン内において、ご

自身で借りた本の履歴を記録することが可能となる。

（３）マイ本棚（お気に入りの本をご自身で登録）

富山市立図書館にある本の中から、「これから読みたい本」や「好きな

作家の本」など好きなテーマを設定して、自分だけのリストをスマートフ

ォン等内に作成することが可能となる。

（４）とやま駅南図書館（ＣｉＣビル４階）への自動貸出機等導入

本館、大沢野図書館、大山図書館、八尾図書館ほんの森、婦中図書館で

導入済みであるが、新たにとやま駅南図書館においても自動貸出機及びセ

キュリティゲート（本の不正持出防止ゲート）を導入する。

３ 蜷川分館の移転開館について

（１）趣旨

旧分館に隣接する敷地内に蜷川地区センター・公民館・分館・児童館・

健全育成室を改築移転する。中庭を挟む平屋２棟建てで、図書館は北翼の

玄関を入ってすぐ右手に位置する。

（２）開館日

令和８年３月２日（月）予定

（３）所在地

富山市赤田５０番地（旧館と変更なし）

（４）基本情報

①蔵書冊数 約１７，０００冊（うち新館用購入冊数 １，０００冊予定）

②面積 新分館：１５０㎡ 旧分館：１４５㎡
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第４ 報告事項

４ 図書館の開館時間及び休館日の変更について

(１) 目的

富山市立図書館の運営の効率化及び職員のワークライフバランスの推

進を図るもの。

(２) 内容

① 図書館本館の開館時間変更

② 八尾図書館ほんの森の開館時間変更

※ 大沢野図書館、大山図書館、婦中図書館と開館時間を統一する。

③ 図書館全館（とやま駅南図書館、こども図書館除く）の休館日変更

※ TOYAMA キラリ内のガラス美術館と休館日を統一する。

(３) 施行期日

令和８年４月１日

現行 改正案

(1)日曜日から木曜日まで

午前９時３０分から午後７時まで

(2)金曜日、土曜日

午前９時３０分から午後８時まで

(1)日曜日から木曜日まで

午前９時３０分から午後７時まで

(2)金曜日、土曜日

午前９時３０分から午後７時まで

現行 改正案

(1)月曜日から金曜日まで

午前９時３０分から午後７時まで

(2)土曜日、日曜日、休日

午前９時３０分から午後５時まで

(1)月曜日から金曜日まで

午前９時３０分から午後６時まで

(2)土曜日、日曜日、休日

午前９時３０分から午後５時まで

現行 改正案

(1)１２月２９日から翌年１月３日

(2)蔵書点検期間

(3)毎月第１水曜日

(この日が休日に当たるときは、この

日以後においてこの日に最も近い休

日以外の日)

(1)１２月２９日から翌年１月３日

(2)蔵書点検期間

(3)毎月第１水曜日及び第３水曜日

(これらの日が休日に当たるときは、

その日後においてその日に最も近い

水曜日)
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第４ 報告事項

５ 利用者からの要望について

要望-１（令和 7年 6月 4日付）

【要望原文】

１．分館へのコピー機の設置について

現在、富山市立図書館の分館にはコピー機が設置されておらず、市民の利

便性に課題が見受けられます。法令の逐条解説や行政関連の議会記録など、

生活に密接した禁帯出資料の複写を希望する利用者も少なくありません。こ

うしたニーズに応えるためにも、分館へのコピー機の設置をご検討ください

ますよう、お願い申し上げます。

【回答】・・・要望書提出者に送付済み（令和 7年 9月１日付）

図書館では、本館、大沢野図書館、大山図書館、八尾図書館ほんの森、

婦中図書館、八尾東町分館、とやま駅南図書館、こども図書館の８館にコピ

ー機を設置しております。

コピー機未設置の館においても、利用者が借りた資料を、その館外のコピ

ー機を使ってコピーすることは可能です。また、禁帯出資料等においても、

必要箇所の複写にかかる料金を納付書で納めていただき、その後ご自宅への

郵送やご希望の分館で受け取りの対応も可能としております。また、著作権

法の範囲において、デジタルカメラ等での撮影も可能です。

なお、ご提案の分館にコピー機を設置する際には、設置スペースを確保す

ることや、新たな予算を確保する必要があることなどの課題があることに加

え、現在館外のコピー機を利用することで対応していることから、分館への

コピー機の設置は難しいものと考えられます。

富山市立図書館協議会
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第４ 報告事項

要望-２（令和 7年 6月 4日付）

【要望原文】

２．図書館運営に関する監視体制の強化について

図書館において、個人情報の保護に関する法律に抵触する可能性のある運

用や、市民からの意見・質問に対して個人を特定できる情報（氏名、住所、

電話番号など）の提供を求め、これを提供しなければ受理しないという対応

により、人権侵害や憲法上の問題に発展しかねない状況が見受けられました。

これらの問題について指摘を行った結果、現在は一定の改善が図られている

ものと理解しております。

しかしながら、図書館の公正かつ適切な運営を持続的に確保するために

は、内部体制の透明性をより一層高めるとともに、法令遵守の観点から、運

営状況に対する監視体制の強化が不可欠であると考えます。

つきましては、市民の信頼を確保・維持するためにも、定期的な運営状況

の点検や、外部第三者によるチェック体制の導入など、具体的かつ実効性の

ある取り組みをご検討くださいますよう、強く要望いたします。

【回答】・・・要望書提出者に送付済み（令和 7年 9月１日付）

図書館では、これまでホームページや市民の声や陳情などでご意見を伺

う際、住所や電話番号などの記載を「必須項目」にしていましたが、個人情

報の取得を必要とする妥当性やその範囲について、教育委員会で、改めて確

認・検討した結果、本年６月に氏名・住所・電話番号欄の記載を必須項目か

ら削除する対応を行ったところであります。

また、図書館の概要、条例・規則・利用規程、資料収集方針などを、ホー

ムページ上で公開し、図書館運営の透明性の確保に努めております。

さらに、学識経験者や一般利用者等の幅広い外部人材で構成された「富山

市立図書館協議会」におきまして、図書館側から報告のある「館の運営状況」

や「利用者アンケート結果」等に対し、私ども協議会委員から様々な意見を

提言しており、それが、今後の館運営の参考になっているものと考えており

ます。

富山市立図書館協議会としましては、今後も引き続き図書館協議会の開催

を通じて、図書館の持続可能な運営と、利用者の皆様が安心して利用できる

環境整備に向けて、協力していきたいと考えております。

富山市立図書館協議会
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